
2025 年金価格 

経済要因 

経済状況は金価格に大きな影響を与えます。まず、インフレが重要なポイントです。イン

フレが高止まりすると、金は通貨の価値が下がる中での「価値の保存手段」として需要が

高まり、価格が上昇する傾向があります。過去の例を見ても、1970 年代のインフレ期に金

価格が急騰したことがあります。2025 年にインフレが継続する場合、金価格は上昇する可

能性が高いでしょう。 

次に、利率も注目すべき要因です。中央銀行が利率を下げると、金のような利息を生まな

い資産の魅力が増し、価格が上昇します。2025 年に米連邦準備制度（FRB）や他の中央銀

行が利率を下げるシナリオが現実味を帯びれば、金価格を押し上げる要因となるでしょ

う。一方、利率が上がると金の魅力が低下し、価格が下押しされる可能性もあります。 

 

地政学的要因 

地政学的な不安定さも金価格に影響を与えます。政治的不確実性が高まると、金は「安全

資産」として投資家に選ばれやすくなります。2025 年には、米中関係の緊張、中東情勢の

不安定化、ウクライナ紛争の長期化など、複数のリスクが続く可能性があります。これら

が金への需要を高め、価格を支える要因となるでしょう。 

また、為替相場も重要です。金は通常、米ドルで取引されるため、ドルの価値が下がると

金価格が上昇する傾向があります。2025 年のドル相場の動向次第で、金価格が大きく変動

する可能性があります。 

 

供給と需要 

金の供給面では、新しい金鉱山の発見が少なく、2019 年をピークに生産量が頭打ちとなっ

ています。供給が限られる中、需要が維持されれば、価格は自然と上昇圧力を受けます。 

需要面では、中央銀行の金購入が注目されます。特に新興国が外貨準備の多様化のために

金を買い増す傾向が続いており、2025 年もこの動きが金価格を支える可能性があります。

また、投資家がインフレ対策や安全資産として金ETFや金先物に注目すれば、さらなる価

格上昇が期待できます。 

一方で、暗号通貨との競合も考慮が必要です。暗号通貨が不安定な場合、投資家が金に資

金を移す可能性がありますが、逆に暗号通貨市場が急成長すれば、金への注目が薄れるか

もしれません。 

 

  



総合的な予測 

以上の要因を踏まえると、2025 年の金価格は上昇する可能性が高いと考えられます。経済

的な不確実性、地政学的リスク、中央銀行の金融緩和、供給の制約などが、金の価値を支

える要因として働くと予想されます。特に、インフレや政治的不安定さが続けば、金への

需要が高まり、価格を押し上げるでしょう。 

ただし、市場の変動や予期せぬ出来事（例えば、急激な利子率の上昇や地政学リスクの緩

和）によって、価格が下落するリスクも否定できません。金価格はこれまでも上下の揺れ

を繰り返してきましたが、長期的にはインフレや通貨価値の下落に連動して上昇傾向にあ

ると言えます。 

 

 

結論 

2025 年の金価格は、総合的に見て上昇傾向にあると予測されます。ただし、不確定要因が

多いため、確実な予測は難しく、あくまで参考程度に考えるべきです。投資を検討される

場合は、これらの要因を総合的に見極め、リスク管理を怠らないことが重要です。金は太

古の昔から安全資産としての役割を果たしてきましたが、2025 年もその特性が活かされる

可能性が高いでしょう。 

 


